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インド経済開発にむける指導層

一一政治指導者層，前僚J詞およびビジネス・ク勺レーフの相互作用ー←

：ましヵ：さ

低開発地域における経済開発過程の社会学的研

究は，いままでのところ，どちらかといえばその経

済的社会的な発展に対して障害となっている諸条

件の解明に重点がおかれてさており， 開発を推進

していく主体的な条件， すなわち開発のリーダー

シッフの問題についてはほとんど分析がなされて

いないといってよい。本調査はインドの場介につ

い 」 この点の分析をιころみt：.も山で点）る。

インドにおけふ経済/J/fft,, ＞主休的Xd't-0,2.考・／：＿ る

秘｛，に， よとの人口〆＇）大斗とをιlめる農i己あ乙い｛労

働行屑（;_ ＂・：し Ii，，二り湾必のう干にf，い：も之、 V bか

えなし、？あ人う。 三九：＂；の祁階 ff・iは， fこLかに19

村山
ぐち

口 博
ミ．、，，

プに閉する考察に加える必要はあまりないであろ

うの2）。 最近台関してきている軍部にしても，そ

れが政治的な発~5力をそなえるまでにはまだかな

りの時日を要するであろう。

こうしてみると， 経済開発のワーダーシップを

蝉るものはまわめて広義の知識階級あるいは教育

階級t！.げである。この階級には大つ、か人にいえ

ば， (1 i職業的／£政治指謀者／f'I, (2）官約層，

(3）どジネス・グループ， (4）大手，研究機関ラ

3：訪問Wi, 市民的団体などに！吊す？.，知詩人心グル

ープ， (5) :w.在びj体＼IHIvこけ立（（0な政治活動i－参Jm

してhる加識人のグループと：：こコミュニスト，

0) 5 ＇.） のゲループぷあるが， 二の ι〉ちの後2者；l、

三しあよごり現在すすぷ、られてし、るれ済；J!J発に大ノ！見

05｛ドのぺンゾj'）しf也万：こま；iJ-7：，暴目立 tくl-19 f1¥Hこf功 Iiしてもし、；泣いし ま L てその主体的な i~

20wにノザンづ－ (M. K. Candhi 1がIii民公議派の i尽を促供していろものでよなし、の とれに対しては

お存権／i・ 』こ＇＜＇r, J、うにt.：つも二a,11:, 独立五動；お じめ円 3 つめ国が， U~！療に開発のりーグーシッブ

しi l二大アt,:i'.t害ij，，，，果iにして：.t,こ。そして独立｛下、の 々にゾっている。 し／ムメって三れr:-)3 ，・；の久間の

普！且選J戸市lj,1ノ歩、！i,i-’二！：っ三， かjiらの政汗l的／；イ •!fl:格行よびそれらの相互｛乍用一一一社会構造と社全

テオロギーが国禁あるし、：工見方山政わにJこっ－，：j童 心叩の両方のレベルにおけろーーーが‘ 紫際の発展

要；＇（怠 1•＋てを i, つ l、うにf二っと L、み， 1 Lか L以（の の方向と速度を規定Lているといってもよいであ

よ勺な・n実；二も ／1ミカ iiフム～；二従51と農民運同計上び ろう i 三のような理由によって，以下，経済開発

労関連引のりーゲーシッブtl、ほ壬ん♂外部かr，供 過程におけるこの 3つの間一一政治指導者， ピジ

給されでお L i, '* Lらの聞から政治酌なリーグー ネスおよび官僚層一一州、日互作用を解明しようと

シフプボあ7,fill;;[の規模をもって出現し円つある ずるものである。

という徴候は士だないのである（注1）。 また土地所 CH: 1) 民衆の刊からかれら自身のりーダーシフヅ

有者階層および旧中間層も， 開発のワーダーシッ がHill！.するのは，政府による村務時発あるいはパハー
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Ⅰ　政治指導者層，官僚層およびビジネス・グループの構成と経済開発に対する態度
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プ（γ Bhave）うナーラーヤ U (J. 丸山川町のや〆包

導者 ：る土地Ii)Jι‘万動を r，＇ーか，あ fL、はコミ

ニストである芦II猟人たちの初動の結 ;,I~ としてであろ

う。 1960午2月 1日に行なわれたケラザ（Kcrala）州

議会 バ挙にそど Ct.ニ宣伝v日おじイノ I'!c返すと，tll)

万人のw伝［'Lを動nしたといわれるが （TheTimes of 

India, Jan. 4‘196旬、これはあるいは彼自の1劫介合＂‘

して1、；Jのかも J iii .'.c(い。

(rt 2）この 2つの階IMがそれぞれ 1仰のti'（治勢）J

にがイI'ナるとい ？， Tirnrmをγわいするのや’It,: I，、。

I 政治相導者層，官僚間および

ビジオス・グループの1111'1I；＇ミと

経済l#J発に対する態度

1 jf~ ifrl : t導者川

（イ） 政治折存者層の構成

:BUr I＇，；とに J5＇、に政権を fι仁、てい J 、111民会該医

は， 1民間｛f：の合I]1＇／：以来かなりの HIJl,"rlにわたってIIJJ

確な，11＇.たれ導部 λtたない℃、汗ill}Jし一、？ナこが， lり

…”......・－・刷翻 査剛山•n••un11H1H・M・m

ぅ：！、おり， （：；）弁護i、 学者3川、うな専門的職

業u:u身者yり／.I:{j!j 的（•こ多い 'n'lfιふいに iこンネ

スの／－！：＼身はほとんどいない。そして，（4）そのほと

ん！ウ1 ガンジーっ影墾ji、：三職業プγ！ててt1:/UI；動

に参加し，いくたびかの出獄生j百台料験している。

¥11 ! i'I 以来， j：議派litト'l!H与党とし〈内国1,-/T識

しにdていゐ。品在のインドに心的之）ffi：要／，；：：1HUf1

的U'.'it'.はいずれ七この会議派の「ド~／'ill と内｜制 L Ci) 

/i!rj 日γ ょっつ／•.： ・，れて＇・. 7アC そ｛i)'ii' k~をえT←I l f河

として19fi0{[:1月にハンガロール（Ban日alore：：で

fJFJ；；白jI fこ会Jiil/t':心CT16:,r,1;{1次大三1I察して、ぐの

執jj；在日会は， とくにネル－ (P. J. Nehru) f守相

当fTれいたう々で同月12日に大ずをの主要議組ヤあ

る日：：次 5hiド＇Jlmiのた！れ状況まぺ、ダ第3次5カ

子r:H岡へのft近方法に円いて；lt，議をはじめた。執

1 ｝；：日会l土手J1:1 I ! tと， -ci＇＇討議ペ仁左に L -I ti・

同的発展のプ口クラムのrJミ施に[Y;.Jずる決議案J

iRr・;colution on implementation ol prwirnmmes 

20年f'. Jこって（ Lめてt:1ンド会，｝.iJI委 f::> r>f ]'lanned rlcvelopmen1 .：.：，起，＇（ L , 14日に！＼ICC

(All-India Congress Committee, AICC ~: Ill日 に加11：した。可決されたこの決議案は， 第 3次計

称）， l；び；（ i lが選出 l/: ,R1之の！＇.， (i,-:t ；：，～；泌 房ti・ .() 1:J'; ;J';,・ i.〆うけ乍接近htよな示！ ＇おり， -:_ i）イ乍

派0）最高執行機関である執行 ，－15:Ll 5~ {Workin日 叫に｜探しての必；日iをなすものと均えられる Ci出。

Commit tr・引をし叩こいfニーバ：。こ ＇J 人ICC毛 ,:t; :c L ，この1！＇.＂元来の起i'，＇，［，い fニンi ；けこt土、 会方

長オ1：、心協行委しよ公が独r,，：；二v、7ころ山一七のイ、

の政1t,J8)J／＼）けな11i成していた。

で納付歪n~·：ケ日「商小芸員会が1959年の立にオー

クカムンド（Ootakamundlでfj"i3次計画について

こl川 11,;c構成 LCいたク Lープが i、二、なるt!r仇 わ－tr，ナ－：.・UlJHHし ÷eノノ報告ドゴ （！）後Al（宅Cvこ

を千jしていたかについては，！限即された資料がな よ勺て検対されたし，他方では， 1960年の 1月ヒ

いが， ；，：， 名なジヘーナリスト」である：＇：／シサ－ ,J. 11J, ' 内閣は：113次言Iiii可(!)J玄点〈士とこによ； rごき

Gunther）はそのIM'J"TI己『アジアの丹治』の／ιか かにりI，、て討議を宜ねたのである。また AICCは

で， 1938il：叩時三の執行禿日会を構成してし、f三人 fのバンガロールに:t；け九大会で＼同じく洩行委

々の多いこつい－ i記述し寸い.：；， (/13）ι 二JLを 0)r-1 n f：〆！）提出 L！ニ「国際門qrmにつし、γ の決 i主役J

すると， '"1時の会議派のおもな指導者ナニむにつし、 (Resolution on inteτnational affairs，）を可決し，

て， ト＇ I.：＇）は， ( l）おお之jι ヒンズ S¥'.f,t, l t 従来！っrji立U'l'.+iを再夜i,,21 tこ（出lu r；，国とグ）hi！；己確

も主としてブラーフマンであり， (2) ，＼’Eい教ff(( 定について難問をかかえている際に， 会議派中'k

ヲ3
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….＿ .. ，，，円・.._.,,_. 調 査 l・

が政府の外交政策を支持したことは注目すべきこ

止である。

二の、－Hこ， 珍I＿（，＿イシドf二：沿v-1；·：主たる政策l)~

定1H，関tt, 会泌派，＇.＇』指〉ま部と内閣とであるといり

ことができFるljであるが， 土れらの諸集団市子構成

しているのはいかなる種類の人々であろうかο 会

議派のf供与部についてはまとまった資料を人子で

き必いが， あとで角；iれゐよ主，－＇s:笥65何人会凶行h

る川会ltRi－正詰Jどレヲィ N. S. Red勾）［にの,:Ofll'vi

説どi・JIJ',;7.）＇， ろ1,,j大会，，）識でかi ,.. !.-::., 

Tことえ（ t:'三ジトス・グJレ｛プがい主 t;:;l，そとにお

Institutions in India, (Princeton Univ. Pre田， iけ59)

p. 2ら7.

（？主7) Robert C. North，“The Indian Council 

of Ministers; A Study《，f（）五日ins，＇’ inop. cit., pp. 

101～14. 

（ロ） 政治指導者間の経済開発への態度

この工うなfl.：栴をもっ政治指導者屑は， 多少と

もフェピアニズム的な社会主韓思組の彬響下にあ

って経済川発 Fとす寸 tんようとしていると H；えじれ

っ。 ：の線に引っ土／；，Jt［＇，の符力 l士、泣くは1~138

w末に， 泊代行ニ委託ヂ：，，！）発l；耐こしと v 九、〈：失議派に

ネルーを議長止する悶民百十問委員会（National

いて白抜に代表さjしていたいといわ｛cむことから Planning Committee) が設問されたことにはじ

Ut6), その構成に.／）Iv、てはさきにみた独立以1lfJ0) 

場 lミとくうへに？を円二が午いい＇｝ と,i,,i，われる。内rx-1

まり W.8¥ 1955年 1月の公議派第60II1¥大企で， は

じめ～ネ ！vーが提P/c¥L Tこ！社長主義当社会」（日0・

に－ ；い・ i l, 1956｛［：現てトフf,x.'f(fに、い一、のノース cialis tic Pattern of Society) 公共；？百円！の

(R. ('_ ＼），》rth の｝／］査t二よわ：む か；jl. f》の過半毅 設定r~ よ「て常の集中をふせきrながら福祉国家に

がアラ＿－7マLで、 ほとんどが単科大引水業J:)J・ 到達しようとする一 ω ーの悶標に具体化されるにい

の学慌をもも， またその過半数が噂門的職業の山 たっている（住針。

身伽であり， 口界およびビジネスのfH身長は Jどれマ： fこだ， i弘、れらのイデオロギ一広 この J；う：＼：西

れ 1人にトきい， 凋査の対＇｛：と t,:.tこ知人r¥1少t__ ヨー口ッパに起燥をHすごp思;t!J乞とくにガユジ

く1ーもい人カJ：れ れ i二期『＼；にオ ff二る日中lj：活求ム ーに：っ ζ ；Jf持7（釈されて＼－tこヒンズー教(YJts:. /1lli値

経険しイ 1、之 すt-bi:，品言忙 しヤい円／」： r't-f、自l! 体系につザ木したものであることは強調に偵しょ

立運動時代の？？議派指導者~とまったく問様の特徴 う。このことを示すものとして，さしあたり前に

きども「ていることがうfハがわれるのであろ Ulc7.1。 あけ三fニレディ氏の就任演説に一言ふれ ζ お＿＼た

独立運動引叫および独立後つ時！とiにJふける i女約 L、O Jうれt:. －とのなかで会議；1去の；~＇：｛業政策につレて，

f旨川者11-i：三府、る；、lEの簡単な考本か i',, ；－，、）1.r, 住民Ci)fヨ1c的たJJ志に基vJいてかれら宅ど主ず協同

が f'i,僚＊＇i茂九、 jびγ ピ乙ネス・グ；c-・／＇と (i、'ijrJ11r1

の素l諮fb もてでい7，ことゥ：いえるであろう c

(tl' ,l) John Cunther, Inside Asia, (Harper & 

Brothers, l:U'.1,) pp. 346～441目

'. 1主1, ThθTimes vf India, Jan_ 13 ＂口，！ 1,1、］96ο

（注 5) The Times of India, Jan. 16, 1960. 

（注 6）日θlenB. Lamb，山Business （》rganization

and Leadership in India Today," in J{ich,ml L. 

Park & ltene Tinker, eds., Leadershi：戸andPolitical 

34 

組合同ついで協同グノl'!Ht組合に組織していくのが

会議派の貧国？あること，「協同は，単に生産増加

と生前向上の手段であるばかりでなく，今日みら

れる多くのあつれきを否定する 1加の生活様式で

じあ九」 ーと， それと詞H与に，村終ノヒノヂャーヤ

ット：VillagePanchayat）に大幅な権限今与える

かた九で行政の分散化がすすめられようとしてお

り， これは「最大の重要性」をそなえた新しい発
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資？一一.....・＂＂＇.＇..＇.！＇.調

し

か！ こオtはなオ〉！司外的な事’だであYとし、って；、い

であろう c

する希望があらわれてまたと述べている（住14）。このような政策は 1

られよ与ガLジーク）考：－： をそのま

展 tあるーとを述べている。

務 1＇）農Kx義と

Political 

'.238. 

（注 8) Michael Brecher, Nehru : A 

Hiography, (Oxford Univ. 1-'rぐss,1リ59)p 

レディ氏は外交政策にも宍及

イ／ドの外交の基本をなす「平和5原則と

まうけ〆）t、でいる。

し勺

。t9) 公熱製造工学部l"iわよぴ民間製造工業部門

にむける総回定＼＇f本紙it, 1%日／56年度にはそれ℃れ

ま＇・JlO/,(J：ノレピー，貯190｛（＇／・ノレピ 守あったが， 杭 2i女れカ

4・日;jjil1jの桜終年皮である 1%0/61年度には，それぞれ

“ド ！X~： Iレドー， 117 f.(;/_ ;c 1・＇ーに i＂，をする γ，定である。

((;eorιe Rosen, Industrial Change in India, 1958, 

（、Ji.I) 

ネルーを vfの

「ぞれよりもさら

「インド的々もの

ノン・ァーイニゾントの方針JL, 

主ui＇，者と山るものではあるが，

v：.赴く深い背f誌をもっており J,

（もので1ちるど Tている (IJ11），。

かj r.政治問導片伺に‘：！：Vr
J ー致寸ーの I，~方「

以1・のよ行なう引見は，

るV目的；的＇！；：， 巧え汀とインド的な師fo'（観との奇：妙で

（注11) イン iに主；けるこれら 2つの異なる倒的体

系の統一をさすのにしばしばj[jいられる Ill新υ その 1

f舛jl：して， PercivalSp（邑ar,India, 1う1kistィm,and the 

West, (Oxford t Jniv. Press, 1952) p. 186“などc

（注Lo) たと，JIf, EdwarバShill九“I口lellectuals,

Public Opinion, ancl Economic Development，＇’ 

World Politicら Vol.X, N付.:c:, pp. 248～9, 

(1.tニ1:l) 「子、議派のー行力td行導i¥！こちいいずれ 4,60

i,'fi:.をこえ，ある街は70i;HJ、」よ一Cさえある O」（Lawrence

I( iミosi円μ《・r,e《！’ Th正，九司taleof ‘,•Jsia A Cont 

Su，’vey’， J 951, 邦訳， r現代アジアの展望』む波1111I}! 

問、：l4¥l, -s.・ .）ま ！・ ：会；：：＂，ぷの ll/.hのりーダーシッ

ヅによって，公議派自体の隊伍のなかからそれに代わ

V_Jうる／＇i'・ 、指；，； !iのクノI- ・7 b：有 Ciコれたことをはっ

きりと小すものはまだなにもない。」（MyronWeiner, 

/'arty I勺lilies in India : The Dcvelo.ρment of a 

Multi』ParかSystem,(Princeton Univ. Press, 1957) 

1'・ 21.) 

The Times of India, Jan. 17, 1960 ）
 

ハHT
よ注
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rt
‘、

（、メyntliesis)' '・ ll〕を＇I、し

以上のよう

のク .•L.·-

「似合J

ここでつけ加えておくべぎことは，

な｛illd1肉矧（ノるt: .I、イヂオロギ｛を｝、つ

t工j，るカ：Jjili味lうJ

て1 、る。

どιi程［t＇足際；こそσ）J'｛策本.•·.1：行、「う能力たプペ・＇.，

有していらかにザ〉いてである。すでに述べたよう

のfiii舟：j'1トコ大，；：iかjI ；＇）の tくは

ま t~ 1！［司／；，り，司r老：i（：..：：.達Lてし、て Iご L

勢力に対する皮対運動の料験をよりl'!'1kで、いる。

,0,11 ：＇） ’〉政di仔0i':i. {Ji力こりよ：j ;f.: Ifjj Li Iによって，

tこりすれ l応大.，：遜引：γ投ti’F、付＇；，／ 1・c、る（i'12'c, 

独立後会議派に参加するのと｛pj雪が減少し

近い将来に現在のfo導i'ii，と交代でまるよ

さfパこ，

たため，

いごと点、 Lll荷

職業確かに現在のインドでは，

うん：新し ＇・.、trF'+1凶がふらオJ；てL、

されていお（／113)

ニ，ース解説者ザカーリャ（R.＇てakaria）の(IJ:14) 
的た政治市到の領域よりは符僚組織のプJがむしろ

、一『
) -'.J よiJ高し、イレスチィジを；｛， ・，て：、なとw 仰向；ff0The Times of India, Jan. 24‘ 1960. 

三の:w:n~sで士の 2· 》の分'117'にヂだっ徴M：：が多；，
屑僚ワ

臼－fこ系諮がつづいているとも考えられるc

＇（•，＇（が！習の梼成一万 i士会1主派0)1[1に｝11しい：!1¥'f.Wi乙；t:r:＼力、

！ごずfンFr.・_J品、て知識階層ぷ出先tLたのは，でjlつ ），~；，る？とを示唆 i－；。材料う， tζ 、もた 1、。

イギリス統治時代における中央あるいは地方の下バンガロー Jc大会で大さーな役最近のインド紙は，

I.級の組純い，

［インド文＇ 1＼，組品I品

3ラ

級T＼更という!I：においてである。

イギワス統治下にあ r，てれ

数人ifノ人

-y.｝レ－，｝）後議事1:';;J組式｛呼決

言ljf果／.：＿ Lt.二人々 17,111に，！（） V台；戸国す

二と i，， あγ：＇－，~＇¥1＇.：ぃ
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竺竺~··・m・士竺E・I・... 調 査“哩？”・・：・・＿－：－・・.. ···~－~－··！＇＂＂＂’……・”

1 Indi:rn Ci¥' i I Service, !lrK称 JCS）とよ1ti，て，

179~1 年に誕坐したという古い歴史をもっている

が， 20世紀もかなり経過するまむは， ι~Lf－：：.室長加し

～Tこイ J ド1，＿）数lp きわめて~Hi、れて，，、fこ 1917 

イド， resの服用試験が従来のようにロンドンばか

りでなくインドにおいても実摘されるようになっ

て以当三、 そiI lこ参＿IJIIす：七イン ikのU土少しづ＇）

WI力[l－た C/tl5）。 11:1_ －，＇／：後ふ jしは 「インド11正文組織」

(Indian Administr日tiveService, I略称 IAS）と名

'ce変一」九、ン＇ 0 こ三でじごの JCS:t; I：び i!¥Sマ
1!1心土：てT壌を！すIi！プことLザす＼（

このクムJレープに所属する官吏は， 中央にのみ町

ii;i.さhムの－－ （土た＇－ 、。 インド：Lほけよ：地：f)! dfl I J 

J,;大0)1歪画、 :ii(Stζ，le），ちとれ＇ J、さ：：－ ; j泊代 (Dis-

trict）に分かれるが，州の行政郊の豆裂たポストに

あろものは resあるいは IAメウメ Jパ－；，：：.ょっ

C /j,.') ；，才L「きたまtJill区；＇） lず［ :'lfagiぉ1ratc、：

t：九hぞのおもな補佐官は，「その大半が以前の

resあるいはいまの IAS力、らでているJW:H,i0

イ：ソのiJ i1【t1U:rtの l、ノプ・ゲJレ ブに〆htニア）

ての！ト：ふさ｝めて小人数ぺ、， 1938－年刊H!jインド人

:f3上びイギリス人のメンバーを合わせて 1107人に

;-;yず， しぺもイ L ド人！トそのうち川平二重V；みf

か） Iヒ(it]7, おてて後（＼！ 195::i 1ii:fこナとって i,IAS 

のメンバーで I＊央政府に阻置されていたものの数

げ 11州人で（十Jつー，第三次5カ午.＼H1il1iの主iii,",li:!1'. 

l ::il3人，；'it陀！？する仁のとつう想ぎれていたC,U8）。

resない LIASの地位は，以前から;11,・:inこ，%

プレステ i；／を Ijえにitて三寸；い人コ寸－ ,_: vこ 1)1~

[ii「，ザンサーによiI :f, JCS i; I途，－；も7「：！いプレ

ステイジなもっている。名前‘のあとに resのliJi

文字斗 iJけPl：王府 1号列、 lの{ill:11垣が，1,＿＿る。－

jしは， イン！人の円！合r,:, n家のii＇，で〈九；ノ，吋

派な教育を受けており， しんぼうづよく訓練され
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てきfニ：とを ；3~す L のである。！とし、われていf二

川19）。独立後の今日， ささtに述ベ7こように政治f貯

導イ雪.Jr:i刀屯新 iL、リ一ダ｛ νツブ企生／大，Jゴし乙いぞ) 

土：主し、；‘なL、〆＇）

験に隠しては，数十名の採用人民にたいして数千

名のよ剛者ーがあるといわれ｛注20;，全国の大学力、ら

!AS ，；；，之jいは vとの他のずf：との地位をのぞんで多

くの卒業生がデリーに集まってくるという報告が

なされている（註＇ 21)0 これらのことから， IASを］頁

：：、L とす／：｝官級 /i'•i の J[i] （，＇£がお！立後相対的に高仁つ i

いると干5・えて n－、勺あろう。

インドの付僚組織は， 本来治安を維持し租税収

入を1佐保すQjこめの機構＼あっ｛二， こじ｝ことは地

区長自にいf二乙まこ一一貫した原WJであ「た｛ しか

し5カ年計阿がはじまるとともに， 中央地方を通

じてその機龍は急速に多際化 Lt j、じめ， たとえれ、

地区長』i'・：けj h池IX：における間洛計11l1iの支胞のfl

仔者ともなっているο 同時に官僚組織そのものも

拡大しつつある。ささ”に述べた IAとうメンバ－0)

l＼＇！加 /JJ治対1:n九少ないカミ，｛，しれに仁いが， 台。f（（組杭

ィ？？？体が拡大するテンポをポ唆しているとすれば，

それはTF:型な芯l床をもっといえよう (fU2）。

(11:15) ¥V. H. Moreland, & A1t1l Chandr，、I

Chat1什 jee,A Short History of India, (Longmans, 

1957,) p. 459_ 

({¥ l 心） R. L. l'ark，“District Administration and 

Local Self-Government，” in R L. Park & I. Tinker’ 
eds., oρ. cit., p. :rn,_ 

Ul:17) J. Gunther, op. citリ p,470. 

（註； IH) I¥krrill R. ( ,oodall，“Organization of 

Administrative Leadership in the Five Year Plans，＇’ 

in R. し Park& l. Tinker, eds., op. ril, p. :¥'.'4. 

（れl'l) J_ Gunther, OJう.cit., P-471-なお， Fノレー

は，（インド人も IC_Sにはいるよとが許されるように

なると、こり『天ii,¥J)'ffi;人iiとFi;、ゼられた税局がa・・

英語教育をうけた述1¥-1の楽土となった。 Jといってい
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る。 (JawaharlalNehru, The Discovery of India, 

1941i, .• L 『インド，・， ,;', I. し」下巻，討：ll〔1'I,, l'li,463ベ

-:/ ) 

(d:.JIIノl 'vL Goodall, 0/1. cit., p. ;3コ：・，.

01:21) '.¥1. ＼～＇ciner, op. cit., p. 236. 

（泣・22) 第 2i火5カ年，i¥iT!liのWlli¥J，↓1における di.I日機

t'KJへl ' 111 I/ (f!J1] 首はij I.: ; jへと子立ちれ いる。

（じかはTII日H nt of Inci lυ 011r Second l心・ci ・mr Plan, 

1!156, p. '37,) 

（ロ） 』1¥ t{引当り経済WJ1巴への態皮

イλ リ・： I.強ltlな九I￥［，＇；：，／・もつ宮僚 Altおiい’インド

ー”・…ー…調 査一一一

で主Gべるように開発計画の実施の任に~たってい

::, （｝）はまさしく二し’〉国なので〆わらじ

（注23) The Times of India, Jan. 9, 196け

Cl巨24) The Times of India, Jan. 8, 1960. 

；： ビジネス・ゲループ

!() ピジ f、ス・グループしり仙ij巳

インドにおけるビジネス・クソレープの構成単

{{!J（なしているのはビジネス・コミュニティ

business n>mmunity）で；ト）つ＼‘ ニオU土’

にのニして）Lち去ったが， この’l～；僚iciり付動標準 /1！身地，三，／ii''.!'[1.1)じくし ヒJズー教徒であ今jJ1,}

が向いことは従来しばしば指摘されてぎたり故近 合にはその内部にいくつかのllliカーストをふく

ネル ！日IiI;,, イン I'i',; i(fの汚職に itわ攻撃が 本；＊きオ〉め Ci了；7い凝集'filケfjずるグルーフヘ、j

高ーにl-・, ＼ムニとにけ ／，.れらを・ij、l去しその 川、ι 経済’戸内Hドギル（［）， 1ミ Gadgil)l'< j')U 

行動水準が世界的にみても最良の部類にJi,tjしてし、 その論文のなかで， ビジネス・クラスのような用

ると述べている（／I23）。

し7 : ＇；六ら， こ＇） ヴ；Lープが皇子j存WJ＇；／：；こ対し

てどコ，r1.＇.よい強い動以）：.；』 Jどもっていふいという

,f日のかわりにとくにこのビジネス・コミュニティ

日、う概念な！ll＇.、たことを s淀川して，それが「fン

ドバ‘会におい』ご＇ -it会的分裂ど日記J¥・,1との重要，［＇［： ,',s u: 

点については， かなり2重大な疑問が提出されてい 映」しているからであって，宗教，地域およびカ

るO ' 7二・.＇ま，二ユース if説者サッ乍ナ ＇zハーン ースト ft，インド社会内にみられる「 3つ

(A. X S:lttanathan L(: ＇：官僚屑に川、 t，その

［情絡的あるいはイデオロギー的な！醤受性の欠除

(unresponsiveness）」をJ比判する斥｛がし I！しば11日

かれ； 1三乞指摘し 守 Jんれらの iff 1111：’Jな中立

Jι分割要因［心！ 25）であるとい〉 ζいる。

このビジネス・コミュニディは， 現実にはさま

ざまの規模のものがほとんど無数に存在している

上〉であるが， ノょったかでF¥H止のイン！ごめ 1.5'.:i，日

性J: : ' 1 ，（＇リス時f1：：戸.（ ＇；臼当であ、 J：としても， Ji}Ji二おいて大さ／，：役割jを采たしてL、て「ピゾケ・

いまや主1rて主られるベきものであると述ベている

m占24) こげ〉ヒうな r＂－告受性の欠｜徐」が

ると，，三＇＇ .：，ことカ：vむゴ， 三r才L／工， J、↓，ij企んで

これらの｜当僚！日はさdιぷたような丈じ糾織に与

えらjしている日L、フl レスティジをえて， その職業

的な i:iヴペ＇，人たされ二；｝に そのカ＂：； はかれ

らの）'ii,,.,・,11司発へのlj; ,,: i欲が生まjt仁、ること

はきわめて困難ではないかと考えるニとができる

であろうコこのような事情にもかかわらず，あと

スリー」（伎26）と日子ばれているのは， (1）ラージャ

スタハーン（Rajasthan）に起源をもっマールワー

リ一人のグルーブ（theMarwaris), (2）丙仰いの

ケヲャラート（（；ujarat）にJお！？， Jどもつグジャラー

卜人のクソレーブ（theGujaratis), (3）同じくパ…

ルンー人のコミュニテイ（theI'arsis）であろ～

,j1,らの 3プてコミュニティ＆1itz?)Jから工＇：＼＂ ci¥1¥i"lに

:tよいて発展してきたのではない。 これらはその背

後にきわめて長い商業活動の歴史をもっており，

37 
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一一叩叩一一・・調 査一

イギリス統治時代に不動鹿および建設業ι手合ひ 以上lこ述べたようにひとしくその起源を商業活動

ろii、最校、 r )!"'in i ＇＇｛委任以踏み fこした t ) ／・，，はじ γ｛1してし、泊。 でi弘 Fi] A の言支払dJ：同時に在若葉、

めて工業へと進出した。このしかたは,i-f処刑的に 不動1）［！，銀行業および経営代理制度による工業に

イニド型｜といわjl ,: （注27.iしそしご，まずアジャう 従・Jiすξ 引、う r！）が fインドのビ：；，ネスのどラミ

0 ート人およびノfーJレシ一人のグループヵ：1850年｛℃ ツドの[i'j点において通常みられる型の活砂動」（注3） 

に.－）.：，，，ベ flノBomh，‘ l＼＇；と γつメダ，）、，，ド＜Ahmed，‘t一 v、；！らるO --！つことは， ヒ、ジネス．ク＇；レ F ←フfう：i：石

b礼cl）でts!¥＼が：縞業か11日始し‘E宣工業弁11rr3－σ？工パ一 Jレ 社 7＇：的プレスティジを ι 、て jl!J. ：えれて.~てい t， い

シ｛人のコえューアイにJ,,;i:.!Fるターター（］.Tata) ιとをilfi小してJiI), Hi尖多くつ観察はーのこと

のT.こよ－， ←.－， PJJl年に Lノヤムシ ッドプー’L

(Jamshedpur）に段初の製鉄所が建設された。 ニ

オli支しノ ル！？ーリ一人心工：主治出仁： P kなり J,

くれ， 1919年にそのメンバ｛であるピルラ（Birla) 

家 1.:./tカ！cカッヤ（Calcuiu，）にジ 7 ート iJ号を住

設したのがその爺1歩であった。 しかしこの集団

fl Iコ後土l正に:rt部門に主出（一：， F』（Lでは

の3大コ t ニティのなかでも第1に位するもの

と主,fl,てし、今（註：2ol0 

1れら’ノ九コミ J ニテ （（う内却におし、 （＼土，

れぞ、h若干の家筋、が傑出していて， 金同曲、およびこに

芽 ，i，分野ににきf. I；~力をわしてト：。古j:－ー述べfニ

タ｛ターあるいはビルラ，またワ一Jレチャンド

(¥Valchan1l.，や夕 ）レ ミア II lalmi，じたどが J のK:J、

的なものである。名高い経営代田会社（managing

a日ency五Im）の；：，111'i'. v土， ニルらC){T力T；支記長が I

f:li 'J持株会7上としで多〈小企業7()ii犯すれために

利用されているo :Yi干の製造工業部↑llj- ～レ－ ;:I

L‘ アJl，ミニウ J、鉄剣臼動1［（、セ j J トなと

は， この制度：を利用した1'1二子の米政がほとん

ペトr士. I - , , .；－＿」 v 、、71,1c:1' 
j~ CJ r-，＇，，二」〆｝土 Jムつ

竺まざ1 なカ P ストをふ1つのフ7チゴワ－-Iこ分主（＼

ずる従来のやり万にしたがえtf，商人（Vaishy日j

ι－＇；テコトーは， l.d知dJようにようやく訂3{11に

ランクされるοそしてインドの近代工業家たちは，

38 

め川、主／、，：：t;あてl～；、上るものであノ：、ことん証拠t＇と

ている。今後の経済開発においてかれらの果たず

η；1;:Jがた〆＼なも内とな汁ー乙いくたら， Iたあとに

iGベゐ J：うた月三でかれらと官僚閥との俄近が進め

i・ ,) iてL、く午ら：ム ピジネス活動のもつブレステ

ィジカ人ヒケ干することが予組される。

、こ可、'1f1i＂羽して.r；きょこL、ことじう さ！：ざまのヒ、

ジネス．コミユニテイの問にしt三いに統一的な態

！＇工子行z雪111式がFとま才L

勺J、dマ〉るO 従来のiii［究者た＇i'》t土， 三jl iうのゴミュヱ

ナィのll"dIこみられる行動様式の韮， 統一的，間質

的／仁階!t'iロ識あ乙，いは職業意識山欠除， 自；いUS!片

的な凝集力とネポテイズムなどに注目してきた。

二i)j｝；おに－ ) ＼，、て力、ドギルJtt:受もつぎの j；うに述べ

ている。 「ニれらの児なるコミ ιニティのメンバ

ープ.1 〆）のどツネス・クラスとWP.べるほどにカイし

らはj：円行動様式における類似性あるいは社会的

!J: ;};ti併しょ／J、すに至っていなし、問31町。けれと

も !ti.iii ニ のようた社え酌附監がしだい（七低め r：－~ t 

( ＇，＇るーとを示唆する事完があらわれている。た

よば全 fンドi’心之続出丸～あら iイ＞ I、商工主

，／；議！斤 j~日間」 (Federation of Indian Chambers of 

（川τ1mercc・ and Industry）は， fill立以来「でv :l 

分の lttt紀になるのだが， その基盤は非常にひろ

く／亡つ六じり， 上fこ主犯／ニコミュニティはいずjし

も多くの代表者をその執行機以！に送っている。そ
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して述阻は，あるいはその出版物によって， ある

いは政附のよ託委員公にその代表伝送るーとμょっ

こピジ人ス・ケ Jレーザの統一自＇ J,¥Ji!,島F「：，：つ；りあ

げようとしていふ（tt32）。現在その事務府民である

パンサー Jレ（G,L Bansal）氏は，各コミュニティ

［：ド等 l寸空絡 述 k＇，＇.，：参／； 1，して‘力， ぞれ， .)),m 
, 'FU計一ヤ観点，，, HJi！，，バ統合ぎれス方・1/;Jにあわ， し

たがってそれらの相過点をとりあげて強，v，可しても

i ！＼で；じたし、［主こ:u.lにをしになも、であとうど i/1っ

ご）る 1 ,3) 0 ；，寸t,I’I J十がjじi鮫B1J1トさt::／＇ンツャ｛

ブ人（th巴 Punjabis）のコミュニティ出身であるニ

とは興味深い。 ざ↓Jにこ 1，連盟がヒー工了弓、ス・グル

ープの~c-ft-川：意~＼／っ：つだ！こと γ 成功しつ

つあることを示すのが， 昨年その手によってf1，製

された｜部3次 5カ年計・11tJj－内閣定安綱」 （The

Third Five }car fリan A Tcntatiucοutliue) 

と題す九パンブレ叶卜の発去と、 1960if 1月211～

一一一山川町一................ 進一－…”

（注27) Ibid. 

（注：！8) Ibid., p. l 05. 

(d::29) H. B. Lamb，“Business Organization and 

I .,・adership in India Today，＇’ in R. L. Park & I. 

’l'inkεr, eds., op. cit., p. 25:3. 

C/E'.-lO) Ibid., p. 2品2.

（注；ll D. H. （；川lgil,l'l al., ibid. 

(/J:32) H. B. Lamb, ibid., p. 256. 

rn: ,:1) 呼ιとの1H入品＇Jle fs議仁沿いと

( H::l4) 『，：（月日新IJU 1960年 1Jj24日

（注：l5) The Times of India, Jan. 2fi, 1960. 

（｛坐＼（，） 是正＇／＇（者原しり［プ p プェンョナノlf乞」の過程

は， 11'.till剖l門ではミトノレ・マネー γメントの府μおい

てあろ行政正1rしてじり， Jこしてれ近のX':年li¥Jに、こ

の附からいくつかの経営者間休が飢織されてきてい

ら。ここにのへた統 ねな•：＼ l裁は，このト：1においとよ

り強いものと折i定されるo Cf. Charles A. Myers, 

い Man日g<'ment in lndia，＇、（ Ch. 7) in Frederick 

Harbison & C. A目 Myers,eds., Management in the 

Industrial World, 19ci9. 

ワ ヒ二F、、ス・グ；lノーブグ）経前｜；司発への立¥'i11{ 
5日にその壬illiによって亡ューデリーで UidバL I 

fジネスマンたもが経済，m発という緊急の問題
Jニ「全「ントブ工業米大去J(All-India Busi11主§

Mじn’s Conv,・ntion）のl!IJRUであるo 判定望日制は に対してどのような接近方法をとっているか， そ

~ c：ふ対し ζ どの程！ti戸強t'Ji））機’Jけを七っている
あとに触れる J：うに部 3次計画に対するビジ、

;I; " I!', そしり価値観やイデオロギーはどの j、うたもの
・グループσ，I 之近プJU：を一；J、してじり， ltニ＇j＇、主：氷

y、：ミfこ； 1約 1汀人OJa起業すぞが参！；1iしイf住34）弓 ビジ か， そのモラー Jレはどの程度に高いのかについて

ネス活動に対ずる法的統制を緩和するようにとの
でちる心；， -わらめ［掲題いもと j、りインド乙t，経済

的支5 [JI] 1tの＼・ i ＞めと歪~な 1 げの面に［到寸〈：，も C) C為
攻守にふiFるマピ んを，RI＇~した i白沼氏

る。けれどもこれらにある程度組織的な答えをなu L. •. •ょう；＇，二事’i~ ：に， えれよι！d新h(l'Jでiしわる

すための子がル事りははと心ど見三＇itこら右；いに yで
が、 ビジネス・グループがいまや統一的な心；~1~i土

れて」 －c、二こ寸：｛〉まに汗子c;!）断片的；な材料を
{':j ちはしめている」ことを小腰しといるけあ•＼， u 

rn二三、｝） D. R. <;a《igilcl aL, :Votes on fluノ Rise 

11/ B11sines月 Comnwniticsin India, (mim.‘lnsti-

tute o! Pacific Relations , 1951, p目 v)

（注ど，；1 IL B. l.amb，“’l'hc Indian Bu~mes, 

じommnnitics and the Evolution of an Industriali討t

Class，ぃ PacificAffai月，可けiX.>-:¥'llI, "'lり.2, p. 109 

もとにしてそれらが何を示唆しているかを検討し

-c；；.メる二とにする。

ふきに政治Jh導者Ji・iが＼.＇＇わゆら混 ｛＇；－主主済（／）万式

仁！って福祉国家の目標を実現しよう土いうイデ

オロギーをfJしていることを述べたが， インドの

f¥(淳的などジトスマンた九 iゥ：この方式ト二回J心乞し

39 



Ⅱ　政治指導者層，官僚層およびビジネス・グループの相互作用
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’調 査一

めしはじめたのl1すでにかなり以前のニとに凶r によれば， がンペイ計画以来ビジネス・ク勺レーブ

る《＇ ＇ノミ；｝1,L、＇；.ずで、二 j虫立il' y以nr：：「ボ／ぺf;l: が多少左 L ・E'l・ L ←：とって＞た Ji~IIJーである位39).'

ffjjリ（BombayPlan）として知られる粁前umプi~':1,S ;!'.' 有力なビJレラ家政の＇： !Li主で、ある G・D・ピJレラ氏

発人 lfここ lと。土周川..＇菩！上、一ある J-・c-: {u!;t.t一一 の liJ長i｝）小 ii与する tころ i,' 位打ii下iーの線に前 r ' 

オ｛タカムンドにおけるセミナーには， ピジ牛ス ている。！if］氏ll、インドの終済開発のイデオロギー

の｛＇... L.者も一二リIIL. どの山J－＇，から， （； i;lをえ、ぺた。 とえ，てい託3 社会 L義 l自の）主経7J;i;(-/J¥ イン！ご；」

前i遣のイン 1－：－前；l：ブマ議所ilJWtの貨当‘＇.lt，く，Hfilii ,',¥ ':'r'.: おいて資本ヰ・誌を維持すろ111t-rJ)tJ式で／；うると！

は， J-Jcレ：｛j：のかれらり縦済「Jltfliへのj創立たあ，GW'l て↓；／LずL’丸一J与するとともに， このような＼efrしい

I釘喝 tこし～入、る 戸の］，''.,:'.0.JJ!l:i'i/白身｛；］二：こ j f.J!l: j凶，；；－－＿； l ; Jナ；！i : ！＇なら日 L、と♂じっj司W!.:

ろ摘！叫によれば， 1961～G5i.J.oのWJIAJiニおけ“ど】総投 びかけたといわ；れるC/lAO）。

資料ri', l ノ，.Jtfrl511JIお：つv r・Rl.'LmPヨ ＇，，合J U＇ーのと ι〉な士jl{YIJ..a;i:'もとiしこ， まt1lii述した

せて1000儲Jレピーと蛇架され， irlii/'111門におけ一る投 ようにビジネス・クソレープがしだいに統一的な；む

資日’l.J比U、石対4fi': ー応ん： II羽）J ll j：戸ウエ F i、が三、 議ペーし t~· r Jあると考え！＇，）， Lるてとを延！起して，

かh-c~－ 、るようであるじしかし各部門川ljの投資制 紅済/JfJ先に対してかれらが少なくともかなり強い

模、にヘると， 鉱工たど除：ぷ吉！Sf11J, ：；いV l '., i..、 決＇，i"，、土いf' I，、てし、らものと 0えfこい。 このよう ！；

ずれも公：［f:;11¥ jllj投町Mlが以内部門の吃jL；りはるか llJ心がなにゆえr:l喚起されてきたか， またかれら

に.L11.1／っス」、ろのよあるが，ひとり』lj;！：；草川r1うに のム、J1Jししし、る主似の万，，’1]；メ具体的にいかなるも

Js1.、は， ::,iJt1f/.11 Jと民F'l”＼jl'JO;l乙f土］）ijt：し＇） 1()() のでJコる，！），につし、て；f主あと fr述べ〈〉とこ九七あ乙

｛立Jレピー して後者の：moI.むルピーとはるかに 但！立！DJr：：，力、にしうるであろう。

後i~ ； 』万カi Lきい ごし（←F.悶剖fXJ，こ;r;( ; －：.，総fl: （／＼＇二37) The Third Fil'c Year !'!an, n11m., pp 

百舶は 150｛｛？；レピーなので， 鉱工業部門に；tsv;-~s 1～2 

こ：：：oof, ，＞ピー＼ミにブ.， 3分〆メ 2：こ＂＇， t←る。

他プj公共J111l"lにおけるその比率は5分の lに〉じみ

た.-＼、。 ι；；るに ｛コ述l,',li信は， l\~ 1/JY~iF' J ＜＇の tt

資は鉱」二業建設にtf',1-!:1し， まfこ鉱一！＇2主IJIJ先f土cL左

してL工；問汗1;1→＇Jでfii、Cうというこ左を捉案し』とL、；'., 

と

は， 公！日およびLl.¥il'Jの11Tr]iflS川を合わせて約 115侶

ルrニーと5ι；＿，jもら： iCし、 Yi; .ら（II-' ' こ，＇，ム：~［／＼JJ

業部門における 300f百；ルピーの投資提奈はルなり

大とは、もの υある。このーとにヒνネス・グル

プ：ミな』） fit極的！？へ rtr斉iL＇）：をめ JしてL、／ヘこ J

を示唆している。 Jとしてこの態度はパンサーJレ氏

40 

( tt:Wr C. RりSell, ibid. 

（社；3(1) W会事iーとの何人的な公訴におL、てO

、ゾl:40.1 IL B. Lamb，“Bu引nes、（lrgani山 ttionand 

Leadership in India Today，” in R. L Park & L 

Tinl、代制l只， oρ citリ pp.262～3 

II 政治tfi：，立：持層，官較W1および

ヒジネス・グ‘ループの相互作用

1. 没治川ょ汗Jf'iと官僚i::・iとのねi11 作用

l内庁汁f'r・＂；行届，行僚か It、じびピジネス・ゲループ

に閲する以 Lの個別的な検討をもとにして， これ

r，九百のじれにおり，.，）相互f'iFilをふやことにするし

まず， 政治指導者間と官僚間との／!kl係について



であるが，すでに述べたように， :l!li江以！日とその

後方了ili1じてこの 2つのJt,iはHIJ＼＼なる系泌をもって

L、，，＇.J。到tirJこいfこるまで'Li(f.Or・H1, イギりスによ

る支配休1¥;Uの主たる文nとして， 到！＼・n長引をJftl~,; 

えら｝1)JJにあったJ これに対して会l滋i)f<のれ〕｛J!"d;

lよかれらがその臓をしりぞくことなアヒールしfこ

が（il41)，とjしはほとんと、）JえりJしな心、っfこようであ

る。独立によって会l卜；.~／JT<JR 導，＼I\/J'.li交付i：なにごJった

とき， か；！しらはイギリス｜｛与1i-::1こJ;(Jる＇1'.;ff,tl！＂／の fj' 

動に対して処：＇/il自」tci:J/11 i立もとらず， また1JJI女伐材'if

~G\(!'j'iすみことも避け， おおむね従米の人口と機

構な利用していく万針をとった。このことがかjし

らに対する＇！＇ 1僚！凶のι，；，誠心をつくりだしたとさjし

ている (il:42）。 しかし今flでも官僚：u身討が』治会政

治家になみというコースはまだまだ一般化してi工

いないようである。

さて政治f日清11/iY/tこついては，均～hらが 1つの

尉！こしての）＇／みを欠き， とくにti1，、litf＼カミらの相I]

光が不足していること， また反対政治。これLJ-Jる以

外には経験のとほしいことなどを汚えるならば，

かれらの政策遂行の能力に｜到して！立大な挺I，＂υ：【I:

すぎるのはむしろ汽然であろう。 こjしに反して山僚

1国は， 1』h：そのプレステイジが J:すます’＇ii.；こし，

肘としても拡大しつつあり， しかもはるかに多く

の行政 L心経験をもννでいるものとみんれる。さ

らに力11えて， 政府心機能がますます多岐にわたり

つつある川ι サッタナタハーン氏がJ:HJ1なしてい

ゐように， 山梨，政令あるいは胸打制則の河川！日if工

しだいに'i'r 僚）：＇•＇iにゆだねられるようにたってお

り，ブ：l際にはビューロクラシーが政附の』fx:UWむと

において来たす役剖が大きくなりつつある (Iユ4：，：，。

以上のことから一一ーでのI最後の,rf,（はもとより tit界

的な傾向であろうが一一今後の経済開発の。進行と

ともに， U僚｝（＂iが政策決定の過程で！＋！:t:こす役割が

7 調 査一

政治指活t守1[1のそれに比べて哨大していくであろ

うと＇f;li！さ才しる。

なお政治問導-fi・lt,J＇土， かつてイギリスによる支

配体制に忠突であった官僚間が， 現在インドのl白

iIIi Lている i出IJ」燥の解決にそれだけ熱心であるか

とうかに J Jいてルミなり大きな舷4包をいだいている

(il44Jυ ビューロクラシーに対するさきにのベfこ批

判も， オjそらくここに似をもつのではないかとJt;l

わjLる。

(il.41) A D, Gorwala，“The Public Services 

and Demりcracy，” inR L Park & L Tinker, eds., 

oρ. cit.,p. 331. 

(it.42) Taya Zinkin, "Nehruism 目 lnrli'1’s

Uevolution without Fear，＇’ Pacific Affairs, Vol. 

XXVlll, No. 3, p. 229 

（泊二：4:1) The Times of India, Jan, 8, 1960 

（注44〕 A.D. Gorwala, o：戸.cit., pp. 329～36. 

2 政治指導者＠と

ビジネス・グループの相互作用

ビジネス・グループが独立運動に凶心をいだき

はじめたのは， 1905年のベンカソレ地方における暴

動で会戊派がはじめて大衆を動日したときである

とされている（注45）。以来このグループは独立辺助

に対してある程度の財政援助を与えてきた（注4F;）。

しかし政治指導者／Mはf},,l｛［までほとんどこのだiか

'l:）はリクルートさオLてきていないOi47）。この両者

もJtこ相：Nなる系1世，背以をもっているのである。

ビジネス・グループは， ~」在政府のかかげてい

るil己台紙済方式を支持しているものと考えられる

が， しかしいかにニれをJL体的に進めるかについ

ては， 11lii者のfi'¥Jに接近方法のずれが存在するよう

である。すでfこ触れた商工会議所連盟による第 3

次＇;I'ITlli奈では， 工業部門における新規投資の大半

が比ll'tli¥11円におし、てなされることが提案されてL、

たが， 政府はおそらくこれに同立しないで、あろ

41 
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富一........・－－－… 調 査一……哩…“一…そ山山…
内 伝え r-;jlると乙〆！でよれL；＇，常 3次づl:i:iiの正文

,, i'iにおI；～， 公安• I I；部門じ上むご民rm1・tm11，う

の投資目標はいず、れも約100～110俗jレピーとなる

こrが予担（二；Lてい J ，｝）であX，川!cl）。ま二;j｝担案

においては現行の租税制度を批判し，それが了｛杭

i ...’以上』fF'.I国工業川11jにおl：：：投資主I仰の 2分

ノ l：を速が；ふこと戸んも続r.¥J·~jうり， ;,ti，＼（／栄の

Iリjがなきれたこと主，，－，：定しといろが（J.Nじhru,oρ 

α：／.， J：：λ 『前払；！H,686へー／），パシザーノレ氏りこ

の百JEがあやまりであると筆者に請った。

(il'.47) 独立｝J111j/J時代に弐悦派の執行委れ去に1',:~ 
ii' tJ t~ ：クネス jli.l'J’hは，れてらくパジ γ ージ （）.

Bajaj) It; 1人だけではあるまいか。しかもかれはガン

ジーと物別に深い関係にあった。

(;I iパ） The Times of India, Jan. 5, 1960. 

（店主49) The Third Fiv巴“Year Plan, mim., pp. 

ゾJ閣のためには法人課税および仰人課税の大恥＼ii:. 2～；l. 

j I 下げf♂ l長であ J／：強調 l h る（苅i，，.＇.，最近
(il::,11) The Times of India, Jan. 25, 1960. 

の全インドソミ業家大会において統制緩和のアピ－ :3. 'i'＼＂俄胞とピジネス・グループの相互作用

,l ,', ，可決引いfこことに J Jいて上、ー！むに主1ご、Jこが， す℃； 三しfこように， tu'il＼＼地時代に，.isけるイ

斗れに先立って商L公議所連凶会上えの Jレイヤ ンドのfr政機構はほとんど経済的な機能を有して

(M. M. Ruia）および G,D・ピルラ［尚氏はVu織のy出 いなか・ 'f・o また汁僚層とピクネス・グJレープの

：＼－＞.：演説τど「J,s::って[ii｛れを攻以 Lーしいる f、b（り。こ はIこf土、！！？：史的庁比プレスデイジ，リクルート

のような ら， 混合経済方式の解釈において

ヒ乙ネス・ツ Jレープハ、より自 Flij民自立な芯II止をと

っているものと考えてよいであろう。

メン卜の基盤などについて大きな差がみられた。

しかし ／t11 ではれ前IJ司発のす；一むに~， ,1 iて， L、J

!.:.fl；く知1られる っていないにしても， 非1出

LかしJバパ「〉ビジー7、ス・グル F プ側は、 jよ本的 ；三重要人： Iつのブ九日セスがlt般的ゆっくりとした

にい政治t:l叫＋ I干屑の；わであ之l社会主義ぷfi'I:± あ J-ン，r-c・J・すみν 〉）あるようである。それは， こ

るいは組合経済万式のイデオロギ｛を受け入JL, の2つの社会階胸が相互に楼近しつつあるという

: ,' ~－ろそれん！日用し~－A lにみづ tうゐリを i歯止 ;J＿しめ プロセス勺あるυ

つつ日jJ尭過胞に参加していると身えられるο これ 同知のようにインドの経済開発は， 公共部門と

けして， iF'£i，包括導古けの側→ι民間，"i1;111Jの拡 民［IIJHl¥111]•/) 2つに .Lいて，J-・i」められてL、るが， ffi

大をそれ自体として函定はしてい／よいo Jあるか 1次才； Jひ：第2次 5カ年計立！！の期間1j-1における亡

らニの 2つの1司の問に以上のような開発への接近‘ れぞれの部門の工業投資の規艇は， 公共部flljにお

り戸、につ＇， ,: ＇）走が沼山られ， h'.i,'.¥J部jllj.~·： Iニジネ いてれ れぞれ川口.：vピ－ IJiび58{0•l- ピー， i己

ス・クループの欲するだけの比m：を与えられてい /1'V 1'1lll11Jではそれぞれ34億 Jレピーおよひ，57倍、Jレピー

むあか•I ',1) ーγ むまず註けされるのは，公；芦川
＇・＇にも ／J< ＇.＇） らず、 11i1j者の1/'dにあるがし＇） fL読が め

J＆； り＼'f：っている。

（注45, h＇ハbertI. Crane，“The 1.eader,.hip of the 

L引ngressI ～，rty，” in K L. Park & I. Ti【d叫、人 eds.,

oρ. cit., p. 177. 

Cl±.46) H. B. Lamb、“BusinessOrganization and 

Leadership i11 India ’l山 lay，” inibid.リ pp.三日7～8.

もっともネノレ一氏はビジ不スによるム議派への則政綬

42 

内におけ，Uこのよフな工業投資の対象となってい

る凶イJの諸企業では日僚出身者とビジネス出身者

とが ti[協かしてヘご｛ノり経営ドーあたっているというヂ

ブこである。化学肥料工場，造船所，製鉄所などが

これトー ！，1;.J』る。 七／ここれn.,,lt画の＇）：胞につし、て

政府の諦f!Jにあずかるいくつかの委民云，インド



国立銀行（StateBank of India），インド準備銀行

(Res巴rveBank of India), 工業金融公社（Indu-

stria! Finance Corporation), ！：｛~家工業 fJ日発公

4土（NationalIndustrial Development Corpora-

tion），工業信用投資公社（IndustrialCredit and 

Investment Corporation）などの主主！ I:：：合同機

関， ならびに航空や冠伝のようたITI慌の＂H業にお

いて同様にJ人らjしるプロセスであろ UI52）。これら

の諸事実は悶円企業などをその坊として，従来み

られたかった行僚肘とビジネスとの！日！の人的交流

がい主ふやひ／u(fんにnなオコオlてい之）とし、うこと合

示している。そしてこのような交流は， 111にこれ

ら悶刊の企業あわL、は諸機関に才Jいてに市、りでは

なく， さらに広範凶にわたっており，官僚出身者

が実業界にはいる， あるいはビジネス・マンが’1'1

界にはいるというケ｛スが I削J[Iしていと）と報ロ；さ

jしているほ53)(lt54）。

つぎに注I］すベさことは， Nll'di'il；刊における 1・.

業投資をめぐっておなじく r,;fr.t肘とビジネス刊の

筏触がf的大していることである。 ；C*If士ヴ7では

私的企業に対寸る財政屡肋の捉供を通じて， 他方

では政府による民間企業製品の買い付けを辺じて

すすめられている。 とくにこの後／7i・fi，民間企業

に対して不断に拡大しつつあるTli坊を確保するも

のであり， これは民間企業に対して）i:'iilに・,n'l,¥!な

ti：味をもってし、るは55）。剖在民間企業のJJl;j長は JI交

的内統¥j;IJ卜にあるρるら， 民間企業！J;(J,r・.n.itlれを

imじてますます’r'SiWほとのJJ;:19!!1をriめていく条「！：

が存千五してし、るといえよう。 というのはLi..¥1/¥J企業

にとっては， 政府の方針にしたがって投資計耐を

たてる丈jがはるかに有利であるといえるからであ

ス （花56)
・w o 

こうして経済開発の進行にともなって， 人的交

流ならひ：に粍済協力といういわば二一瓜のプロセス

？….. ..＿・調
査 …岡田町田一一一－

によって， 'CT僚聞とビジネス・グループとの接触

ぅ：深まりつつあると考えられる。

叫在のインドにむける経済開発を推進しかっそ

り結果として出羽しつつあるものは， このような

・n僚lt'ICおそらくはそのうわの上級のクソレープ〉

とビジネス・クやループ（主としてそのうちの大企

業家たち）との上述したような店、味での連・A-であ

るといってよいであろう。すでtこ述べたように政

治折導者同に対する台僚肘の発言権が増大してい

るものとするなら， このことはさらに妥当性をも

っている。さきにあげたビルラ氏の発吉は，おそ

らくかれが混合経済形態への積極的な参加が具体

的には以上のようなプロセスを通じてピジネスの

江場をむしろ強化することになるとの見通しをも

っていたことを示すものではないだろうか。それ

はともかくとして「社会主義型社会」というスロ

ーガンは， このように現実をあやまって伝えやす

い性質のものである。公共部門を設定しまた民間

企業を[Iヰ家：：十l商にしたがって統制するというたて

まえが， i並説的に上回の日僚間と大企業家屑との

j出鳴を強めているといえよう。そしてこの過程が

すナむなら， それは人的交流あるいf土経済的な協

力をさらに促進させるばかりでたく， この 2つの

i皆同のli'-¥Jの価値観， イデオロギー，行動様式，社

会的に与えられているプレスティジ， リクルート

メントの基盤などについての去異をもちぢめてい

くものと予札1される。それは 1個のパワー・エリ

ー卜の形成を意II~；しているものといえよう。

2, 3のj去をつけ加えておきたい。まず， この

フロセスのテンポは， 直接的には／Ii:¥合経済方式に

よる開発のテンポに依存している。だから後者の

それが現在きわめてゆるやかであり，近い将来も

またそうであるとみられる以上， 前者のテンポも

近い将来にIllするかきょ、り比較的緩慢なものであろ
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一一－竺？”… 調 査一山H・R・－－

-, 0 左く！ 日 ' ＇）階府の ii'',:1') t I：会心理的：1¥,J＇，？ぽ

おそらく ｜徐かれえないであろう。つ

・ヤ，l プとの1U1年It・交流・註l!{tであることをけ！

らカ叶こしfこO

/JU発方式に閲ずる一般的な接近方法において，政 このため本稿では， 現在すすめらわしている経済

1指導者；＜，I ＇と！二、 3ネス・’Y,,-F プとの昨：つり：｝記 WJ f七ゾ） 1＿］ーグーシ p ブの性格をIU]：・，，ツぺ’こするとい

の差異.－／＇－人， ,I I. ｛ここ左プl 戸：で想起し ：－ ＇－～ ピ '; ,,j :~i 1＇） もと：Jこ， -,I) 3つのグループに考察を山

ジネスの主日五十るようた民間l"dl門中心：］：誌は， '1 '•; ってJた。 Lカミしこの経済開発のプロセスを全体

僚！凶にとっては〈の料問fJIJ苅への5c言fi'i'！，，後出さ 性しイ/IJ!r-1児する了、三ソペ酬改， またといザ；B,l行のり;J泊

、lること／ ' ,, －る。だ＇；、 l) , .）もれらはじケノく -iJ J¥ ,, ) M来の見iwL 1,, rn らかに）わにめには，他

ーの点にWIi -.:i 川 fり， {Cif i li i ＇！手者か？と 7：らい公 の社会消｜斡Wlをも海Jt授に入jしろことが勺然必要と

:!tfrlWJの民間削川に士、Iする現在の比'l（を維持して

＇.，くこと f',},, ：・，もの左下；11..:: itるG

（注51) (, _ 1-cosen, ibid. 

（注52) H. B. Lamb，＇‘Business Organization a 口cl

Leadership in India Today，＇’ in R L l'ark & I. 

Tinker,, ,Iベ、 ο／1. cif., p. '._:I日

（注53) 11!/d,, pp. 265～h 

（注54) この点に関して出目されるのは，以近政府・

ビジ不ス・火J子なとの協力のもとに，公共れよびl込！日i

I司自ilWJのための統一的な経々：1,,t,;・ ,UH似が泊ずとになってい

ることで -P,-J パ二 A.Myい円、！と《－centDe1TIけjlllll'Jl(S

in Mana山 ・nH111 Traininぷ inl!!clia，＇’ Indian juurnal 

of Public Administration, Vol. IV, No. 2, J〕p.154 

～fi4.) 

（注55) j止d之よるこム｝'11'. ＼、！ I :tは，第！日、九 1王子

言Ii前な方＇＇ ,,・_) l川:i:l年ごろ虫 ：， J'i: ：，；：した。 ((;_ i心川市，

ibid.) 

( !l:56) このi政府の統制は， 1956＞＼＇・のね iしい「l：乙

政策決ぷ_I(Inrlustrial Policy Resolution）に.JI,I十、化 lさ

れている (I "''-'(・rnment of lndi;i, Our Second Five 

Year Plan. ;,p. 10～11.) 

あとが き

これま I 二Jニベてきた王ンノ：こよって‘ 1 > jご

におけーる副主Eの経済開発が政治fr/導者計！， 自信仰j

およびビジネス・グループの 3つの li"dの杵［伝作用

λ通じてJ • ,', !jれておい‘ てれらの村守 t;f'j) i］を

L'lいていc:,r, 11:",rヲなプロヒスい官長叫すととジ子ス
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なってくる。ニの将来の展望をご湾える湯合， とく

γJJi ，，）ノ経済制？とじ、〉てもっとも激しいし土） .:: 

-1_!-.:,: ') ：「ていると J,,:'1;/"Lる女！］flり失業庁間（注57）才； j、

ぴl股業労働者7悶(it58〕相互の，およびそれらと以上

り 3つのクループとの関係を検討することが必要

と心，：， Lのと出t);/L乙｛主5針。

(lt57) マレンパウムのは1与をもとにすれば，イン

ドのj:11,;i＆階級の，＋1で失業またはそれに近い状態にある

ものの数は約 114万に犯すると惟だされる（Wilfred

M口knbaum，心lJrhan Unemployment in India，” 

／う＇acげicAffairs, Vol. XXX, No. 2，ドド 138～50.）。

インド人で央却を話すものの総数が「 400万人かそこ

ら！' （キングスリー・ 7 ーティン， 「10王ドの足跡－・ネ

;I '") lcll I支j，『1WJ l%8ij三7月リ‘ j()(lベージ）ごみ

どこ｝を Y;・える；＇（，.p、この知i下J"J;,:三に＇，＂刊） ！主主主が，q-:;;, 

tこよ dL、ことがt'i¥Wi'.，三 jtる。

(1158) J}l :{i', l日に 41時II日米満しか働きえない段

来労働者府は家族を介めてがJ8000万といわれている

(Theγ＇imes of lwli", Jan. 1, 1%（上） これに対し

；ρコリ.,ii jll1j 0) )11! :: ，，【 ll：じける家l'LiYi:!TJでのiJiN :ri' 

川尚子Jiよは，15万人にナぎない（Governmentof India, 

οur Second Five Year Plan, p. 27. 

( :u-i9) 激しi、しれよせをうけてい乙これら 2-11) 

1-;,)c>, fi'在は，そ，1li二日jI／携にもと）：ゎ） 1つの従＇，，

''! :.' ！； 式の可能ii i' ,1iiをしているu Mi!U）数年rr1wふ

けるケララ •Ii'！の lU来事はこの提携の結果起こったもの

である。（AdrianC. Mayer, Land and Society in 

/vfolahar, 0瓦fordUniv. Press, 19以内.129～51) 

(,J',li'l'研究／ii¥)
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